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計画名称

都市計画マスタープラン

都市計画マスタープラン

達成率 ％ －　 －　 －　 －　 －　

備

考

目標
－

実績

達成率 ％ 69.36 77.00 －　 －　

実績 69 77

－　

成
果
指
標

整備進捗率

目標
％

100 100 100

達成率 ％ －　 －　 －　 －　

－　

－

実績

－　 －　

－

目標
－

－
達成率 ％ －　 －　 －　

達成率 ％ 120.00 150.00 －　 －　

目標
－

実績

実績 6 9 

活
動
指
標

検討部会開催

目標
回

5 6 12 

一 般 財 源 円 35,023,456 13,648,392 63,723,000

財

源

内

訳

－　

そ の 他 特 定 財 源 円

地 方 債 円 24,000,000 11,200,000

国 庫 支 出 金 円 10,000,000 7,302,000 28,198,000

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 69,023,456 32,150,392 91,921,000

県 支 出 金 円

成
果
指
標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

変更
履歴

最終目標値

高部・安国寺地区歴史環境整備 整備進捗率 ％ 100

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

整備完了部分/整備予定部分×100

地域住民及びこの地を訪れる人々（市民及び観光客）

意 図
（どんな状態にしたいか）

歴史を感じ、自然と調和した豊かな景観を守り、育てることで、地域住民の暮らしにゆとりと潤いをもたらし、この地を
訪れる人々の心を癒す。

手 段 ・ 方 法
（ ど う や っ て ）

高部・安国寺地区　130haを社会資本整備総合交付金の都市再生整備計画事業を活用し、歴史景観・自然環境に関連した
一体的整備を行います。

評
価
指
標
の
作
成

活
動
指
標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

現地調査及び整備内容検討

変更
履歴

検討部会開催 回 年間の地元検討部会開催回数 5

担 当 部 署 都市建設部 都市計画課 公園景観係 連絡先 535
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画
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政
策
番
号

05

基
本
計
画
体
系

項目 計画CD

都市環境形成の方針

実行計画 06 複数の柱にまたがる事業景観計画

施策の柱の名称
実行計画
の施策の
柱におけ
る指標と
の関連度

中
基本計画①

事 務 事 業 の 概 要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

　高部・安国寺地区　130haを社会資本整備総合交付金の都市再生整備計画事業を活用し、歴史景観・自然環境に関連し
た一体的整備を行います。
 この整備により、茅野市景観計画の景観づくりの基本方針である歴史文化景観・環境を保全し、それらと調和した街並
みづくりを目指します。

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 06020202

事務事業名 高部・安国寺地区歴史環境整備事業 事業期間 年度 係内番号

【一般会計】 整理番号

2015 ～ 2020 02

01 都市環境形成の方針

基本計画② 01

項 04 目 03予 算 事 業 名 会計コード 01 款 08

現 状 と 背 景
（ ど う し て ）

　現在、高部・安国寺地区は、茅野市景観計画が目指す良好な景観・歴史資源・観光資源を数多く持った魅力的な地域で
ありながら、整備が不十分であり、有効活用されていない状況です。

事業 03高部・安国寺地区歴史環境整備事業費

目

的

対
象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

地域住民及びこの地を訪れる人々（市民及び観光客）

対 象
（直接働きかける）



担 当 部 署 都市建設部 都市計画課 公園景観係 連絡先 535

事務事業名 高部・安国寺地区歴史環境整備事業 事業期間 年度 係内番号2015 ～ 2020 02

最終評価責任者 岩崎　研二 岩崎　研二

最終評価年月日 2019.5.17 2020.7.2

作成担当者 柳平　一貴 柳平　一貴
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の
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向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

２０１９年度で整備事業終了
による減

２０２０年度で整備事業終了
による減

縮小 皆減

縮小 休廃止翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

課
　
題

　最終目標値は５年間で事
業を完了するための目標値
となっている。
　事業費ベースで算出して
いるため、７割程度の実績
値となった。

　事業費ベースで算出して
いるため、８割弱程度の実
績値となった。

　

事

　

後

　

評

 
価

（
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Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総
合
評
価

成
　
果

　多くの工事を実施したが、
部会の開催を予定以上に開
催することにより、意見集約
ができた。

　検討部会については、目
標以上に開催できたため、
今後の活用についても議論
することができた。
　また、地元の活動団体を
設立することができた。

2022年度

成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

　整備の進捗率について
は、次年度に大きな工事が
予定されているため、最終
目標の69％程度となった。

　工事の遅れから、事業完
了までの進捗率は目標値ま
で到達できなかった。


